
１　児童観
　　本学級は，６年男子１名の知的障害特別支援学級である。


２　単元について
　（１）単元観
	本単元では，本校の特別支援学級３学級合同で開催するお楽しみ会の開催に向けて，必要な準備物を考えて買い物に行く設定で単元を構成している。対象や目的が明確で見通しがもちやすいため，児童にとって取り組みやすい内容である。また，実際に買い物学習を実施する前に模擬買い物学習も行う。その中で店員，客の両方の立場の経験を通してコミュニケーションの力を育てたり，品物に見合った代金を支払う経験を通して金銭感覚を身に付けたりすることを通して，社会的スキルや日常生活に必要なスキルの向上が期待できると考える。そして，最後に買い物学習を実施することで，児童が目的意識をもって，積み重ねてきた学習の成果を実際の生活場面で発揮することができ，成功経験を積み重ねることができると考える。



（２）指導観

（３）単元の目標（めざす児童の姿）
	○　お楽しみ会に向けて，主になって計画を立て必要な物を準備することができる。（主体的学習に取り組む態度)
○　買い物に出かけ，その場に応じた会話をし，買い物をすることができる。　　　　 (思考力・判断力・表現力)　　


３　単元の評価規準
	○　学習の全体計画を立て，買い物をする目的を考えることができる。　　　　　　(主体的学習に取り組む態度)

○　買い物学習で，その場に応じた会話をし，品物に応じて代金を支払うことができる。
(思考力・判断力・表現力)


４　本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり
本単元では，お金に関心をもち，買い物学習によって自分から必要な物を買いたいという意欲をもたせ，品物に見合った代金を支払うことができることをねらいとしている。また，買い物をする側とお店側の両方の立場を経験しながら，言葉のやりとりを学び，日常生活においても挨拶や丁寧な言葉遣いなどができると考える。さらに，将来、社会生活を送るためにも，人とのかかわりをもつことで，生活経験を広げ必要なルールも身に付けてほしいと考える。
５　指導計画（全１２時間）
	次
	学習活動
	児童の思考の深まり
	評価規準
（評価方法）

	一　
	（１）
学習の見通しを立てる。

昨年度までの経験を思い出す。

全体計画を模造紙に表す。（２）

　　
　
新聞の広告を集める。
広告を選別する。
品物を集めて値段を付ける。（２）
	　

お楽しみ会をしたことあるな。
一学期は，さくら学級・すみれ学級と交流
し，自己紹介やゲームをしたな。
　　
どんな店があるのだろうか。
品物に値段を付けてシールを貼らなければ。
品物に値段を付けるのは難しいな。

「これ　ください。」

「いくらですか。」「おねがいします。」

言うのは恥ずかしいな。
	お楽しみ会について意欲的に取り組もうとしている。　
　　　　　【態度】　(行動観察)
　自分の知っている店について話すことができる。
　品物に合った値段を付けている。
その場にあった会話をしている。
【思・判・表】(行動観察)

	　二　
	
　
学習用のお金を用意する。

教室にお店を設定する。　　　　　　
　　　　　　　　（３）（本時５／１２）
　　　　　　　
	　
どんな店にしようかな。

どんな値段にしたらいいかな。
お客さんにどんなことを言おうかな。
	品物に見合った金額を考えて準備しようとしている。
　その場にあった会話をしようとしている。
　【思・判・表】(行動観察)　　　　　　

	　三
	
買い物に出かける。（３）

　自分の目標が達成できたかふりかえる。（２）
	バスに乗って買い物に行きたいな。

バスの乗り降りでどんなことに気をつけた

らよいのか考えよう。
お金を上手に払うことができるかな。

その場で会話ができるかな。

楽しく行けるといいな。　
自分の目標通り，買い物ができたかな。

楽しくできたかな。

買い物は楽しいな。
また，買い物に行きたいな。　　
	交通公共機関を使って，買い物に行く目的を考えることができる。
　　【思・判・表】(行動観察)
　

お店の人と対話することができ，代金を支払うことができる。
　　　【思・判・表】(行動観察)
　自分の活動を振り返り，ワークシートに書き発表することができる。

　　　　　　　　　　【態度】

　   【思・判・表】（行動観察）


６　本時の展開（５／１２時間）
（１）本時の目標
買い物をする側と店側の両方の立場での対話ができる。
自分が必要な物を選ぶことができ，お金のやりとりができる。 
（２）観点別評価規準
　　　　必要な物や，自分の欲しい物を選ぶことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　【思・判・表】
　　　　買い物をする側と店側との立場に応じた対応をとることができる。　　　　　　　　　【思・判・表】　　　
（３）学習の展開
	学習活動
	指導上の留意点（○）
配慮を要する児童への支援（◆）
予想される児童の反応
	評価規準（評価方法）

	１　ウォーミングアップを行う。　
２　学習課題を確認する。
３　対話の仕方を考える。
４　買い物をする。
買い物をする側とお店側を決める。(交代する。)
５　まとめと振り返りをする。
	〇　学習用のお金を使って，両替の仕方を考えさせる。
◆　１００円玉を両替したら，５０円玉が２枚，１０円が１０枚、１円は？など


〇　品物が見つからない場合や値段が分からない場合，レジでの支払いの仕方について考えさせる。

◆　その場に応じた言葉が言えるように，繰り返し練習させる。

〇　対話する時の相手の立場を考えさせ，丁寧に話すことができるようにする。
◆　困った時や分からないことは，相手に聞くことで伝わり，答えてもらうことで解決する練習を通して理解させ，自信をもつことができるようにする。
○　買い物をする側とお店側の両方を体験させる。

◆　一学期に算数科でお金の計算の仕方を学んだことを想起させる。
◆　品物が２つ以上の場合，おつりを求める場合には，電卓を利用してもよいことにする。
◆　接客の際に必要な言葉をいくつか提示し，選択させる。

〇　自分の目標が達成できたか振り返る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆　ワークシートで自己評価し，発表させる。
◆　できたことを褒めることによって自己肯定感を高める。
◆　次回の予定を伝え，次の活動への意欲をもたせる。


　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	必要な物を選んで，自分の欲しい物を選ぶことができる。
【思・判・表】
（行動観察）
買い物をする側と店側との立場を理解して，人と対応することができる。
【思・判・表】　

（行動観察）
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本単元で育成する資質・能力　














思考力・判断力・表現力





　　　　　　　　　「買い物学習」へGO!


　　　　　　





資質・能力に関する実態





本学級の児童は今年度より在籍する児童である。静かで落ち着いて学習に取り組んでいる反面，日常生活の中で人に接する機会が少なく，社会性やコミュニケーション能力の広がりに課題がある。語彙は知識として覚えているが，実際の場面での活用が難しい。自分の興味・関心のあることは進んで説明できるが，一度決めたことに対しては，こだわりの強さから人の意見を聞き入れたり変更したりすることが難しい。　　　　　　　　　　　　　　


これまでの学習の中では，時間や時刻との違いを明確に説明することができ，長さの単位については，ほぼ理解


できている。しかし，自信のないことに対しては慎重になり，２位数３位数の足し算や引き算の基礎となる繰り上


がり・繰り下がりの計算に時間がかかる。また，掛け算も順番に唱えることはできるが，ランダムな問題が出ると，


時間がかかる。その他の場面においても，間違うことを意識して，緊張のあまり，肩が上がり，瞬きが速くなったりする。そのため，児童が見通しをもって安心して学習に取り組み，達成感や自己有用感を積み重ね，自信につながるような場の設定が必要である。

















第一次では，昨年度経験した買い物学習やお楽しみ会をしたことを思い出させ，たんぽぽ学級が主になってお楽しみ会を開催させるために，全体計画を立てることができるようにする。また，新聞広告を使って資料を集め，どんな店があるか，どの店の何が安いかなどを調べて比較することができるようにする。


第二次では，模擬買い物の計画を立て，自分の予想していた値段と一般的な値段の相違に気付かせる。また，買い物に行ったとき，お店の人とどんなコミュニケーションをとり，代金を支払って必要な物を買うことができるのかなどを考えさせたい。


第三次では，お楽しみ会に必要な材料を買い物に行く経験をする。行った経験を元に，絵や文にまとめ，他の特別支援学級の友達に発表することで達成感と自信をつけさせたい。


本単元を通して，生活経験を広げるためにも，人とのかかわりを大切にし，店員とのやりとりをしながら，その他の日常生活の場面においても応用できる力を付けたい。さらに，この単元を通して，自分一人でも買い物ができるという自信をもたせたい。











本単元





























課題の設定





【本質的な問い】　お楽しみ会を成功させるにはどんな準備が必要だろうか。








情報の収集





整理・分析





まとめ・創造・表現





ふりかえり





両替は簡単だったな。





買い物をするとき，お店の人との対話の仕方を考えよう。











お金は足りるかな。





お願いします。





これいくらですか。








〇〇は，どこにありますか。








はずかしいけど，聞いてみよう。








おつりを間違えないように渡さなくちゃ。





どっちが安いかな。





何から買おうかな。





お客様には，なんて声をかけよう。





・楽しかったな。


・また，やりたいな。


・早く買い物に行きたいな。
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